
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 事業期間  平成１５年８月１１日～平成１６年３月３１日 

 

２ 事業主体  銚子市 

         

３ 運営管理  特定非営利活動法人 国際教育推進プロジェクトＢｅＣＯＭ 

 

４ 事業趣旨  空き店舗の積極的活用で、意欲的な市民が、新たなビジネスの創造へ

向けて挑戦する機会を作り、その育成、支援を通して地域の活性化を目指す。 

特に、地域貢献性の高い事業案を持つ市民へ向けた「コミュニティビジネス支援」、

そして明日の社会を担う人材を育むため、学生の主体性を喚起する「起業家育成教育プ

ログラム」の２本柱で、沈滞する経済に新しい発想力で切り込み、活性化の糸口として

いきたい。 

 

５ 店舗   ①所在地；千葉県銚子市双葉町５番地の２ 

       ②名称；チャレンジショップ 

③建物；銚子ショッピングセンター・シティオ 

       ④上記建物中；地上 2階（店舗番号 202 号）面積 83.30 ㎡（25.22 坪） 

              ⑤賃借料；200.000 円/月 水道光熱費使用分別途シティオへ支払い 

       ⑥区割り数；4 区画及び事務局 

       ⑦スペース；約 4 坪 

       ⑧負担金；1.5 万円/月 

       ⑨営業時間；午前 10 時～午後 7 時 30 分 

       ⑩定休日；月 2 回（シティオに準じる） 

 

                  

 

 



 

６ 出店者審査項目  申請書の提出をもって申請完了とする。申請完了者はを以下の

項目により審査し、その結果を以って正式に出店者とする 

適合性    事業趣旨に適合しているか 

将来性    将来性・採算性が期待できるか 

独創性    計画がユニークか 

責任性    継続への情熱があるか 

資金計画性  資金計画は健全か 

地域貢献性  市民生活に貢献するものか 

          それそれの項目について産業振興課とＢｅＣＯＭで協議 

           ａ５点 ｂ３点 ｃ１点として３０点満点で採点 

 

７ 第一期出店者 

（一般）   

卒業 

店名 ＣＡＮＴＩＫ 

経営者 花香桂子 

挑戦期間 平成１５年１０月１２日から平成１６年３月３１日

現況 シティオ１階に独立開業 

住所；銚子市双葉町５－２ シティオ１階 

Tel/fax 0479-20-1510 

取り扱い品目等 アジアン雑貨、布、文具、バッグ、サンダル等 

独立開業日 平成１６年４月１日 

 

      卒業 

店名 ＮＯＢＢＩＸ（改） 

knobbix the PC factory 

経営者 竹内信男 

挑戦期間 平成１５年１０月１２日から平成１６年３月２２日

現況 自宅をオフィスにネットビジネスを継続 

住所；銚子市外川町２－１０９６０ 

Tel/fax 0479-23-0696 

取り扱い品目等 自作ＰＣ ＰＣ修理 仮想店舗経営 

独立開業日 平成１６年３月２３日 

 

 



 

       卒業 

店名 ＡＳＴ気功クリニック銚子（改） 

しいな気功治療院 

経営者 椎名裕美子 

挑戦期間 平成１５年１０月１２日から平成１６年３月３１日

現況 空き店舗を賃貸し独立開業 

住所；銚子市末広町４－１２ 

Tel/fax 0479-23-0737 

取り扱い品目等 気功治療 

独立開業日 平成１６年３月６日 

 

（起業家育成教育） 

       更新 

店名 ＣＨＯＳＨＯ 

経営者 県立銚子商業高等学校 

挑戦期間 平成１５年１０月１２日から 

平成１６年４月継続挑戦中 

取り扱い品目等 銚商オリジナルグッズ、雑貨、加工食品等 

 

８ 店舗支援会議等  

    

H15.10/10(金) 

 

開店準備 

於：ショップ事務局 

出店４者  

ＢｅＣＯＭ  

11/15(土) 「会社を興したらまず必要な事」 

於；ショップ事務局 

出店４者  

ＢｅＣＯＭ 

11/21(金) 「チャレンジショップ事業について」

於；県立銚子商業高等学校 

西田（ＢｅＣＯＭ） 

12/13(土) 「売上とは」 

於；ショップ事務局 

出店３者（銚商欠）  

ＢｅＣＯＭ 

12/24(水) 「今後のチャレンジショップ運営」 

於；県立銚子商業高等学校 

大塚（ＢｅＣＯＭ） 

2/2～ 「第一期を振り返って」 

於；各店舗 

出店者個別対応  

ＢｅＣＯＭ 

 

 



 

９ 店舗支援事業  開店後上げられた最も大きな課題はシティオへの集客。そのため

運営管理団体ＢｅＣＯＭが主体となり半年間のうち２回の支援事業（催事）を開催した。 

 

月 別 集 客 数 

10 月（12 日～31 日） 延べ 545 名（一日平均 30 名） 

11 月（ 1 日～30 日） 延べ 561 名（一日平均 20 名） 

12 月（ 1 日～31 日） 延べ 711 名（一日平均  23.7 名）

1 月（ 2 日～31 日） 延べ 384 名（一日平均 13 名） 

2 月（ 1 日～29 日） 延べ 246 名（一日平均  9 名） 

3 月（ 1 日～31 日） 延べ 481 名（一日平均 16.5 名）

          ＊集客数は、実際に支払いが完了した人数 

 

名称 HugNet おかいもの編 「第一弾 ベトナム」 

開催期間 平成 15 年 11 月 30 日(土)から 12 月 10 日(水) 9(火)日定休日 

内容 ベトナムバッチャン焼き植木鉢と地元銚子で栽培された植物 

（シクラメン、ポインセチア、ゴールドクレスト）とのセット、

食器等の仕入れ販売 

期間集客数 延べ 439 名（一日平均 43 名） 

 

 

名称 春色フェスタ 

・ 春色オーダー手さげ屋さん 

・ 春色バルーン写真館 

開催期間 平成 15 年 3 月 3 日（水）～3 月 15 日（月） 9 日(火)定休日 

内容 学校用巾着等の作成、販売 

手づくり品の展示販売 

ギャラリー特設バルーンセットでの写真撮影 

期間集客数 延べ 339 名（一日平均 30 名） 

      ＊上記期間は、特に CHOSHO 試験期間による休店のために設定 

 

 

 

 

 



 

10  売上  業種が異なるため、単純に売上比較はできないが、以下全体の推移と合計。 

 

 

 

 CANTIK NOBBIX AST 気功 CHOSHO 合計 催事販売 総合計 

10 月 ¥230,685 ¥27,500 ¥97,270 ¥499,360 ¥854,815   ¥854,815

11 月 ¥209,970 ¥160,985 ¥217,040 ¥286,161 ¥874,156 ¥43,200 ¥917,356

12 月 ¥445,518 ¥128,953 ¥213,490 ¥95,590 ¥883,551 ¥291,050 ¥1,174,601

 1 月 ¥222,895 ¥323,020 ¥136,000 ¥195,030 ¥876,945 ¥4,238 ¥881,183

 2 月 ¥169,972 ¥151,299 ¥100,000 ¥132,140 ¥553,411 ¥3,230 ¥556,641

 3 月 ¥271,607 ¥59,800 ¥15,000 ¥120,770 ¥467,177 ¥347,550 ¥814,727

合計 ¥1,550,647 ¥851,557 ¥778,800 ¥1,329,051 ¥4,510,055 ¥689,268 ¥5,199,323
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11 広報・取材 

 

月 日 内 容 

H15.8/20～ 銚子テレビ放送 チャレンジショップ出店者募集 

8/25(月) 千葉日報 記事掲載 

27(水) 大衆日報（地元紙）記事掲載 

 常総新聞（地元紙）記事掲載 

9/2（火） 讀賣新聞 記事掲載 

3（水） 毎日新聞 記事掲載 

 朝日新聞 記事掲載 

17(水) サンケイ新聞 記事掲載 

10/12(日) NHK ニュース報道 

10 月 大衆日報（地元紙）記事掲載 

 銚子テレビ放送 

12 月 大衆日報（地元紙）記事掲載 

 銚子テレビ放送  

H16.2/13(金) 日本教育新聞 記事掲載 

2/27(金) 大衆日報（地元紙）記事掲載 

3/5(金) 大衆日報（地元紙）記事掲載 

 常総新聞（地元紙）記事掲載 

 

12 視察 

 

月 日 内 容 

H15.11/12(水) 千葉市経済部 視察 

11/21(金) 千葉県高等学校教育研究会商業部会  

流通ビジネス研究部 視察 

 

 

 

 

 

 



 

14   まとめ   厳しいという言葉以上に、その厳しさ増す平成１５年の経済状況下 

３名の出店者がそれぞれに特色のある業種で独立開業を目指し挑戦をした。 

出店当初より高い起業家意識を持ち、緊張感とともに日々工夫を重ねたことが、３店

舗揃っての卒業、そして独立開業につながったと思う。 

運営管理団体の BeCOM としては、既成のプログラムに基づく運営をするのではなく、

現場における出店者のニーズ、ショップでの実感に即した対応を心がけたが、これは出

店者との信頼関係を深めることになったと自負している。市民一人ひとりの中に「地域

社会の責任ある主体」という意識を喚起し「人」「もの」すべての遊休資源を事業化へ

起動させ、経済活動へとつなげていく事業運営のためには、この信頼関係が不可欠であ

り、さらに言うならば、地域の活性化には、意欲的かつ創造的な人材をどこまで発掘支

援できるかにかかっていると実感する。 

そのような意味においても、県立銚子商業高等学校の出店は、営業時間、資金調達な

どの課題を抱えながらも、これまでの学校教育が持つ規制の枠組みから飛び出し、格闘

している事実そのものが意義深く、将来を担う学生が自ら考え、主体となって活動でき

る場をさらに工夫し支援していきたいと考える。 

事業を継続するにあたり、課題は、集客のための具体的な工夫、挑戦者を発掘するた

めの手段の検討、そしてコミュニティビジネスを支える人材の確保である。そのため今

後さらに広報活動を充実させ、広く市民が本事業に参画しやすい環境づくりを推進して

いきたい。 

 

以上 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 国際教育推進プロジェクトＢｅＣＯＭ 

 〒288-0038 千葉県銚子市南町１２番地の１６ 

事務局 〒288-0048 千葉県銚子市双葉町 5-2 シティオ２階 

Tel / fax 0479-25-8870 

URL    www.be-com.jp 

Emai   info@be-com.jp 


